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『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
堀
端
英
一
〔
抄
録
〕
草
木
成
仏
の
代
表
的
文
献
の
ひ
と
つ
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
成
立
の
仮
託
文
献
と
も
云
わ
れ
る
が
、
確
た
る
定
説
が
な
い
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
書
誌
的
観
点
か
ら
諸
本
八
本
を
調
査
し
、
そ
の
中
で
最
も
古
い
秀
範
書
写
『
草
木
発
心
修
行
記
』
に
着
目
し
、
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
秀
範
の
人
物
像
や
書
写
の
経
緯
を
知
る
た
め
に
、
秀
範
撰
の
『
天
台
宗
所
立
一
心
三
観
師
資
血
脈
譜
』
を
中
心
に
関
連
文
献
を
調
査
し
、
併
せ
て
当
時
の
思
想
動
向
を
考
察
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、『
修
行
記
』
の
書
写
時
期
と
一
心
三
観
の
相
承
時
期
が
極
め
て
近
接
し
て
お
り
、
し
か
も
両
文
献
の
骨
子
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
考
察
の
結
果
、
⑴
秀
範
は
檀
那
恵
光
坊
流
に
属
す
る
人
師
で
あ
り
、
⑵
秀
範
の
『
修
行
記
』
の
書
写
は
、
そ
の
内
容
の
共
通
性
か
ら
『
血
脈
譜
』
の
相
承
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
、
⑶
『
修
行
記
』
は
、
そ
れ
を
書
写
し
た
秀
範
自
身
が
一
心
三
観
の
相
承
内
容
を
吟
味
・
推
敲
す
る
中
で
、
檀
那
先
徳
に
仮
託
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
た
。
な
お
、
周
知
の
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
は
、
毘
沙
門
堂
流
の
大
定
坊
義
憲
が
、
秀
範
の
『
修
行
記
』
を
も
と
に
、
そ
の
表
現
を
整
理
・
補
強
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
草
木
成
仏
、
秀
範
、
草
木
発
心
修
行
記
、
一
心
三
観
血
脈
、
毘
沙
門
堂
は
じ
め
に
草
木
成
仏
の
論
義
に
お
い
て
は
、
非
情
の
草
木
が
衆
生
と
同
じ
よ
う
に
成
仏
す
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
何
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
そ
れ
を
平
易
に
庶
民
感
覚
を
も
っ
て
表
し
た
の
が
、
中
世
の
文
芸
、
能
『
芭
蕉１
）
』
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
日
本
人
の
持
つ
古
来
か
ら
の
自
然
観
と
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
色
香
中
道
の
思
想
の
両
者
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
が
よ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る２
）
。
草
木
成
仏
思
想
を
あ
ら
わ
す
代
表
的
文
献
の
一
つ
と
し
て
、
檀
那
疑
問
・
御
廟
決
答
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記３
）
』（
俊
憲
書
写
一
三
三
六
年
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
諸
本
八
本
が
存
在
し４
）
、
中
で
も
最
も
古
い
文
献
が
、
檀
那
記
『
草
木
発
心
修
行
記５
）
』
秀
範
書
写
一
三
〇
一
年
・
正
教
蔵
写
本
）で
あ
る
。
私
は
、
以
前
よ
り
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で
、
こ
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
に
着
目
し
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
⑴
こ
れ
を
書
写
し
た
秀
範
の
人
物
像
・
思
想
的
背
景
、
⑵
書
写
の
経
緯
・
動
機
、
⑶
作
成
者
の
特
定
等
に
つ
い
て
、
今
一
つ
明
確
に
つ
か
め
な
か
っ
た
。
今
般
、
秀
範
の
著
作
な
ら
び
に
関
連
文
献
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
上
の
疑
問
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
先
行
研
究
と
し
て
は
、
草
木
成
仏
一
般
あ
る
い
は
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
の
み
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
あ
る
が６
）
、
本
文
献
に
つ
い
て
触
れ
た
考
察
は
見
ら
れ
な
い
。
本
論
一
檀
那
記
『
草
木
発
心
修
行
記
』（
秀
範
書
写
）
の
内
容
そ
の
内
題
に
は
、「
無
情
佛
性
と
は
法
華
之
妙
旨
、
草
木
成
佛
と
は
本
門
之
密
義
な
り
。」
と
あ
り
、
二
つ
の
問
答
か
ら
な
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
解
説
は
省
略
し
、
本
文
中
に
そ
の
要
点
を
ふ
れ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
便
宜
的
に
、
原
本
に
な
い
訓
点
等
を
補
足
し
、
ま
た
引
用
文
に
つ
い
て
は
原
典
に
よ
り
補
正
し
て
い
る
。
第
一
問
答
問
。
草
木ハ
既ニ
無
慮
知
之
心
。
如
何カ
云
發
心
修
行シテ
成
佛スト
哉
。
答
。
草
木
成
佛ハ
本
門
壽
量
品ノ
）
義
也
。「
如
来ハ
如
實ニ
知
見ス
三
界ノ
相ヲ
）
」ノ
説
、
「
是
法ハ
住
法
位ニ
）
世
間ノ
相ハ
常
住ナリ」ノ
文
。
是
草
木
成
佛ノ
誠
証ナ
。リ
但タ
無ト
草
木ニ
發
心
修
行シテ
菩
提
涅
槃
之
義
者
、
爾
前
・
迹
門ノ
説
也
。
本
門
壽
量
品ノ
）
実
義ニ
ア
ラ
ス
。
今
本
門
成
仏ノ
正
意トハ
論ス
事ノ
成
道ヲ
。
爾ニ
草
木ニ
無
有ルコト
中
道ノ
理
二ナル
過
。
依
之
金
論ニ
云ク
。「
一
草
一
木
一
礫ハ
各
一
）
佛
性
）
・
各
一
因
果アッテ
具
足ス
縁
了ヲ
」
已
上
。
此
文ハ
有
二ノ
意
。
爾
前
・
迹
門ノ
故ニハ
無
縁
了ノ
二
因
。
今
本
門ノ
意ノ
故ニ
、
有ト
縁
了ノ
二
因
。
他ノ
所ハ
立ル
爾
前ノ
説
文
也
。
非
今ノ
意ニ
。
今
本
門ノ
正
意ハ
、
迷
悟ノ
情
ヵ
）
事ニ
悟
事ヲ
合
説カ
故ニ
、
爾
前
迷
悟ノ
情
ヵ
）
事ニ
雖
有ト
發
心
修
行ノ
意
、
不
知
本
門ヲ
時ハ
迷
情ノ
事ナ
。リ
發
心
修
行スルハ
即チ
本
門
成
仏ノ
体
也
。
應
知ヌ
。
他
人ハ
不
知
本
門ノ
説ヲ
、
不
許サ
草
木ノ
發
心
修
行シテ
成
佛スト
云
事ヲ
也
。
第
二
問
答
又
有
人
問
云
。
有ラハ
草
木ニ
發
心
修
行スルコト
者
、
何ソ
無キ
礼
拝
等ノ
意
哉
。
知ヌ
、
無ト
發
心
修
行
之
事ハ
。
答
。
發
心
修
行
之
義ニ
多
意ア
。リ
若
故ナラハ
約ス
發
心
修
行ハ
者
一
切
無ニ
非ル
發
心
修
行ノ
事ニ
、
万
法ハ
皆
無キ
発
心
修
行ノ
体
也
。
応
知ヌ
。
汝
尚
不
知
本
門ノ
意ヲ
。
當
位
即
妙ノ
故ナ
。リ
情ト
非
情
、
佛
界ト
衆
生
界ト
各ノ
別シテ
発
心
修
行セ
者
、
共ニ
無シ
當
位
即
妙ノ
発
心
成
仏
。
若
汝カ
問ノ
意ナ
、ラハ
佛
界
・
衆
生
界トハ
功
能
門ト
可
云
也
。
故ニ
汝ハ
不
知
圓
教ノ
實
義ヲ
。
又
非
汝ノ
。ミニ
圓
宗ノ
人ニモ
不
知
此
理ヲ
。
止
観
中ヤ
浄
名
疏ハ
）
理
仏
性ヲ
）
釈スト
云ヘ
。リ
彼ハ
不
知
止
観ノ
門ヲ
。
釈ハ
依ルカ
本
門ノ
意ニ
故ニ
、
迷
情ノ
事ニ
悟
事ヲ
合
、
非
情ノ
草
木ハ
成
仏スト
釈
也
。
加
之
金
論ノ
三
重ノ
事
理ヲ
不
知
、
不
知
此
理
ヲ
。
云ナラハ
雖モ
有リト
相
即
、
無ト
事ニハ
相
即
云フ
。ナリ
真
言
ヨ
リ
劣
也
ト
云ヘ
。リ
努ユメ
不
可
爾ル
也
。
彼ハ
未
悟
二
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
ノ
故ニ
、
之レ
背
常
同
・
常
別
ノ
二
意ニ
。「
天
台
・
真
言ハ
一
」
ト
慈
覚
大
師
尺
ヘ
リ
。
是
円
宗ノ
人
不
可
知
之ヲ
耶
。
依
之ニ
金
論ニ
云ク
。「
應
知ヌ
。
衆
生ハ
得
但
ヵ
）
理
、
諸
佛ハ
但
得
ヵ
）
事ヲ
。
衆
生ハ
但タ
事
、
諸
佛ハ
證ス
理ヲ
。
是
則チ
衆
生ハ
唯タ
有テ
迷
中
之
事
理
。
諸
佛ハ
具ニ
有リ
悟
中
之
事
理
。
迷
悟ハ
雖モ
殊ナ
、ルト
事
理ノ
體ハ
一ナ
。リ」
已
上
。
我
大
師
最
後ノ
時ニ
此
文ヲ
伝テ
云ク
。
前
一
重ノ
事
理ハ
爾
前ノ
意
。
次ノ
事
理ハ
法
花
迹
門
。
後
一
重ノ
事
理ハ
法
花
本
門ノ
事
理
、
不
二ノ
意
也
。
而ニ
本
門
事
理
不
二ト
者
、
爾
前
・
迹
門ノ
迷
情ノ
事
理ハ
即チ
悟
事
也
。
悟
事ト
者
証
理ヲ
云
也
。
何ソ
況ヤ
所
ノ々
文ニ
「
即
事
而
真ト
」
釈ス
。
豈ニ
非
真
実ノ
言
ヵ
）
意ニ
耶
。
爾レ
金
論ノ
三
重ノ
事
理ヲ
得
意セハ、
多ノ
大
事
不
難ラ
。
努
々
不
伝
他
門ニ
、
可
秘
之
。
此
草
木
発
心
修
行
記ハ
慈
恵
大
師
最
後ノ
時ニ
他
宗ノ
破スヲ
疑
難ヲ
、
重テ
旦
那ハ
此
事ヲ
問
給フ
。
然ニ
大
師
最
後ニ
説クヲ、
旦
那
記シ
給フカ
故ニ
極
秘
也
。
之
不
可
伝
他
門ニ
。
穴
賢
穴
賢
。
于
時
正
安
第
三
天
（
一
三
〇
一
）
五
月
二
日
書
写ス
之
。
秀
範
。
嘉
□
欠
字
、
暦
ヵ
）
三
年
一
三
二
六
ヵ
）
五
月
十
四
日
自
江
師
常
尊
、
相
伝ス
之
。
円
宗
口
決
。
或
本
云
、
礼
拝
等
意
。
己
上
。
裏
書
云
。
問
。
一
家
所
立ノ
草
木
成
佛ト
者
、
有
心ノ
故ニ
成
佛スル
耶
、
為
當ニ
無
心ノ
故ニ
成
佛スト
耶
。
答
。
有
心ノ
故ニ
成
佛ス
之
。
問
。
若
有
心ノ
故ニ
成
佛セハ
者
、
發
心
修
行シテ
成
佛ス
耶
、
不シテ
發
心
修
行セ
成
佛ス
。ルヤ
答
。
發
心
修
行
成
佛
也
。
如
輔
行ノ
十
義ニ
云
。
已
上
旦
那
御
問
御
廟
御
答
。
秘
蔵
之
也
。
二
そ
の
書
写
、
秀
範
の
人
物
像
秀
範
撰
述
の
文
献
に
は
、『
天
台
宗
所
立
一
心
三
観
師
資
血
脈
譜７
）
』（
正
教
蔵
写
本
、
以
下
『
血
脈
譜
』
と
略
称
す
る
。）
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
秀
範
の
人
物
像
を
探
っ
て
み
た
。
な
お
、
近
年
、
成
田
教
道
氏
が
『
血
脈
譜
』
の
諸
本
四
本
を
校
合
し
、
身
延
山
文
庫
蔵
日
誉
本
を
底
本
と
し
『
恵
檀
両
流
秘
決
上
下
』（『
興
風
叢
書
』
十
七８
）
）
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
正
教
蔵
や
日
光
天
海
蔵
写
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
本
論
文
中
の
参
照
文
献
の
頁
数
の
表
記
も
、
同
叢
書
を
採
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
⑴
秀
範
撰
『
血
脈
譜
』（『
恵
檀
両
流
秘
決
上
下
』）
の
概
要
①
本
文
献
の
構
成
（
三
部
）
第
一
部
「
天
台
宗
所
立
一
心
三
観
師
資
血
脈
譜
」
ａ
血
脈
譜
相
承
次
第
、
ｂ
一
心
三
観
血
脈
（
慈
覚
大
師
私
記
）、
ｃ
一
心
三
観
血
、
亦
名
事
々
不
相
即ノ
義
、
血
脈
次
第
（
一
流
・
恵
心
流
・
檀
那
流
）・
世
流
布ノ
因
縁
（
舜
海
血
脈
）・
心
観
夢
想ノ
伝
、
ｄ
天
台
四
重
妙
解
相
伝
、
ｅ
大
通
仏
云
事
、
ｆ
一
心
三
観
口
決
（
四
明
流
三
重
観
法
決
）、
ｇ
鏡
像
円
融
口
決
事
。
第
二
部
「
恵
心
流
諸
箇
大
事
」
「
七
箇
大
事
」
ａ
一
心
三
観
、ｂ
無
作
三
身
、ｃ
常
寂
光
土
義
、
ｄ
鏡
像
円
融
譬
、
ｅ
蓮
華
因
果
者
、
ｆ
四
句
成
道
者
、
ｇ
証
道
八
相
。
「
五
箇
大
事
」
七
箇
中
ａ
〜
ｅ
。「
四
箇
大
事
」
ａ
道
邃
相
伝
四
箇
、
ｂ
恵
心
所
定
四
箇
。「
三
箇
大
事
」
寂
光
大
師
相
伝
。
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
第
三
部
「
恵
壇
両
流
諸
箇
秘
訣
下
」
ａ
二
ケノ
大
事
（
一
心
三
観
・
無
作
三
身
）、
ｂ
宝
塔
口
決
、
ｃ
法
華
分
身
口
決
、
ｄ
三
種
隨
縁
不
変
、
ｅ
十
界
互
具
人
証
、
ｆ
菩
提
樹
金
剛
座
口
決
、
ｇ
草
木
成
仏
人
証
、
ｈ
一
念
三
千
依
正
不
二
口
決
。
②
一
心
三
観
血
脈
の
相
承
次
第
天
台
三
観
の
心
要
は
、
円
融
相
即
・
互
具
の
頓
旨
で
あ
る
。
北
齊
の
恵
文
禅
師
は
竜
樹
の
中
観
論
を
得
て
、
因
縁
所
成
法
が
、
即
空
即
仮
即
中
の
不
二
の
法
門
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
陳
朝
南
岳
恵
思
を
経
て
隋
朝
の
天
台
智
者
大
師
（
五
三
八
五
九
七
）
に
伝
え
る
。
こ
れ
を
受
け
て
智
者
は
「
止
と
観
と
の
法
門
」
を
開
き
、
そ
れ
を
章
安
が
記
録
。
以
下
湛
然
（
七
一
一
七
八
二
）
等
を
経
て
、
道
邃
和
上
よ
り
本
朝
の
伝
教
大
師
（
七
六
七
八
二
三
）
に
伝
授
さ
れ
る
（「
根
本
相
承
」
と
称
す
）。
以
下
、
慈
覚
大
師
・
相
応
和
尚
・
遍
豪
僧
都
・
慶
命
座
主
・
慶
増
大
僧
都
・
舜
海
僧
都
・
寛
誓
律
師
・
長
豪
院
主
・
忠
尋
座
主
・
皇
覚
法
橋
・
範
源
法
印
・
俊
範
法
印
・
心
観
僧
都
・
澄
禅
阿
梨
・
祐
円
大
徳
・
定
祐
・
長
命
大
徳
を
経
て
、
本
書
の
撰
者
で
あ
る
秀
範
大
法
師
が
相
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
一
心
三
観
相
承
の
要
旨
秀
範
が
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
四
月
十
二
日
に
相
承
し
た
一
心
三
観
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ア
空
は
即
ち
畢
竟
不
生
。
有
は
即
ち
そ
の
性
相
を
尽
す
。
中
は
即
ち
体
を
挙
て
皆
な
常
で
あ
る
。「
そ
の
性
相
を
尽
す
」
と
は
、
十
界
十
如
の
依
正
は
宛
然
と
し
て
、
一
心
に
在
り
と
雖
も
、
そ
の
事
は
猶
別
で
あ
る
。
事
と
理
は
即
し
和
融
す
る
が
、
極
位
の
普
現
の
色
身
の
事
は
格
別
で
皆
な
相
即
せ
ず
と
し
、
こ
れ
を
「
氷
水
の
喩
」
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
（『
血
脈
譜
』
中
「
血
脈
譜
相
承
次
第
」・「
一
心
三
観
血
脈
慈
覚
大
師
私
記
」。『
興
風
叢
書
十
七
』
三
二
頁
・
三
四
頁
。）
イ
事
々
不
相
即
の
義
で
あ
る
事
性
の
差
別
を
以
て
、
本
門
の
本
意
と
な
す
。
人
は
人
・
畜
は
畜
、
一
分
不
動
に
し
て
而
二
の
時
は
、
千
差
万
別
。
皆
な
果
中
の
勝
用
と
云
え
る
。
此
を
事
法
の
性
・
相
は
常
住
等
と
云
う
。
又
、
迹
門
は
不
二
、
本
門
は
而
二
に
し
て
、
迷
悟
・
因
果
は
そ
れ
ぞ
れ
不
二
而
二
の
関
係
で
あ
る
。
（「
一
心
三
観
血
脈
、
亦
名
事
々
不
相
即ノ
義
」。『
同
』
三
五
頁
中
。）
ウ
山
家
『
顕
戒
論
』
に
云
う
「
一
心
三
観
伝
於
一
言９
）
」
の
一
言
に
つ
い
て
は
、
恵
心
流
に
種
々
の
相
伝
が
あ
る
。
ａ
「
無
我ノ
一
言
」：
「
思
義
に
よ
っ
て
不
思
義
を
顕
す
」（
止
観
五
）
よ
り
、
本
理
の
一
念
三
千
を
立
て
る
。
法
々
は
本
よ
り
天
然
で
あ
る
。
不
思
義
の
無
我
に
依
っ
て
、
凡
夫
・
外
道
・
権
教
の
我
執
を
離
れ
、
法
性
の
大
我
を
顕
す
。
ｂ
「
生
死ノ
一
言
」：
一
心
三
観
と
は
、
生
死
の
二
字
に
落
付
く
。「
こ
れ
（
蔽
・
塵
）
起
れ
ば
法
性
起
る
。
こ
れ
滅
せ
ば
法
性
も
滅
す
」
止
観
三
）。
生
滅
は
是
本
来
の
生
滅
で
あ
り
、
中
道
の
一
理
よ
り
、
自
然
に
死
に
天
然
に
生
ず
。
た
だ
生
死
を
動
ぜ
ず
し
て
空
仮
を
照
ら
す
。
生
死
を
改
め
ず
し
て
、
止
観
の
行
を
修
す
る
、
こ
れ
が
事
々
不
相
即
の
義
で
あ
る
。
諸
法
の
念
々
の
生
滅
は
、
是
れ
常
在
・
現
前
の
法
で
あ
る
。
四
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
「
前
念
を
境
と
為
し
、
後
念
を
智
と
為
す
」
と
は
、
境
智
の
二
法
を
以
て
、
生
死
の
二
法
を
ト
ざ
す
こ
と
で
あ
る
。「
生
死
の
法
は
、
本
よ
り
こ
れ
涅
槃
。
今
生
死
を
成
ず
と
は
、
著
を
生
ず
る
に
由
る
な
り
」（
弘
決
十
）
と
云
え
る
。
ｃ
「
顕
密
の
不
同
な
し
」：
密
の
心
は
オン
の
一
字
。
釈
迦
如
来
は
後
夜
成
道
の
時
、
不
動
尊
に
こ
れ
を
授
す
と
い
う
。
字
と
は
三
身
即
一
の
義
、
本
門
無
作
の
三
身
三
観
の
意
で
あ
る
。
顕
教
の
意
は
「
境
智
の
一
心
」
の
一
言
で
あ
る
。
根
本
大
師
は
道
邃
和
上
に
値
い
、「
境
・
智
相
応
の
一
言
」
に
一
心
三
観
を
口
決
さ
れ
入
眼
さ
れ
た
。
ｄ
「
境
智
相
応
の
一
眼
」（
五
眼
中
の
仏
眼
）」：
凡
そ
森
羅
の
万
象
は
六
塵
の
当
体
に
し
て
格
別
の
形
色
、
即
ち
是
れ
中
道
で
あ
る
。
心
性
不
動
の
眼
の
時
、
一
々
の
自
体
は
皆
こ
れ
有
の
法
な
れ
ば
仮
諦
で
あ
る
。
根
心
）と
境
と
は
障
碍
無
く
し
て
、
一
々
に
見
聞
・
覚
智
さ
れ
る
分
は
空
諦
で
あ
る
。
本
有
常
住
の
三
諦
は
世
間
・
出
世
間
を
簡
ば
ず
。
無
作
三
身
と
は
こ
の
意
で
あ
る
。
諸
法
は
皆
常
住
に
し
て
、
五
百
塵
点
成
道
の
本
仏
の
寿
命
で
あ
る
。
三
千
の
諸
法
は
皆
無
作
の
三
身
の
寿
命
、
即
ち
三
諦
・
三
観
の
境
智
也
。
境
智
冥
合
は
本
よ
り
自
受
用
の
重
の
法
門
で
あ
る
。
所
詮
、
森
羅
の
諸
法
は
尽
き
る
こ
と
は
な
く
、
本
仏
の
寿
命
海
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
是
法
は
法
位
（＝
如
）
に
住
し
、
世
間
相
は
常
住
」
と
云
う
。
根
本
大
師
は
此
の
文
を
寿
量
品
の
文
と
引
き
給
う
。
（
以
上
、「
恵
檀
両
流
諸
箇
秘
訣
下
」
二
ケノ
大
事
。『
同
』
七
八
〜
八
一
頁
。）
エ
毘
沙
門
堂
経
海
法
印
は
、
無
動
寺
助ノ
法
印
俊
範
）よ
り
一
心
三
観
を
習
う
と
き
、
始
め
て
境
智
相
応
の
一
言
を
伝
え
ら
れ
た
。
料
簡
の
と
き
落
涙
甚
し
く
し
て
、
血
脈
を
取
り
給
け
り
と
云
う
。
彼
の
法
印
は
檀
那
流
の
人
で
、
始
め
て
恵
心
流
に
入
り
こ
れ
を
習
う
。
こ
れ
よ
り
知
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
法
門
は
檀
那
流
に
は
分
絶
し
て
、
恵
心
流
の
み
の
独
歩
の
秀
句
で
あ
る
。
「
肝
心
秘
訣
」（
欠
本
？
）
が
云
う
に
は
、
迹
門
の
意
は
始
覚
転
迷
の
修
行
の
故
に
、
一
心
の
寂
照
に
約
し
て
、
本
分
の
境
智
を
判
じ
、
九
界
の
妄
法
よ
り
仏
界
の
真
法
に
入
る
。
た
と
え
ば
、
雲
下
に
立
ち
て
雲
上
の
月
を
見
る
が
如
し
。
本
門
は
本
覚
久
成
の
妙
談
の
故
に
、
直
に
生
得
の
色
心
に
約
し
て
寂
照
を
示
す
。
よ
っ
て
聞
よ
り
外
に
修
行
は
無
く
、
聞
い
て
任
運
に
照
す
。
即
ち
こ
れ
妙
証
也
。
雲
上
の
月
宮
に
立
ち
て
、
月
下
の
雲
を
見
る
が
如
し
。
雲
と
は
見
え
ず
、
全
体
光
明
也
。
故
に
本
地
の
月
宮
に
居
す
と
は
、
三
千
の
雲
霞
、
皆
悉
く
本
仏
の
全
体
に
し
て
果
海
の
本
尊
也
。
草
木
の
去
来
も
有
情
の
四
威
儀
も
、
佛
果
性
海
の
振
舞
い
で
あ
る
。
（「
恵
檀
両
流
諸
箇
秘
訣
下
」
二
ケノ
大
事
。『
同
』
八
〇
〜
八
一
頁
。）
⑵
本
文
献
よ
り
知
れ
る
秀
範
の
事
跡
①
相
伝
の
経
緯
本
書
中
に
記
さ
れ
た
年
代
の
知
れ
る
相
伝
等
の
経
緯
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
・
正
安
第
二
暦
（
一
三
〇
〇
）
十
二
月
晦
日
秀
範
が
、
相
承
前
の
不
思
議
な
体
験
を
記
す
。
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
・
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
四
月
十
二
日
「
血
脈
譜
相
承
次
第
」
を
相
伝
。（
な
お
、「
一
心
三
観
血
脈
（
慈
覚
大
師
私
記
）」・「
一
心
三
観
血
亦
名
事
々
不
相
即ノ
義
」
血
脈
次
第
（
一
流
・
恵
心
流
・
檀
那
流
）・
世
流
布ノ
因
縁
等
に
は
、
相
伝
時
期
の
記
載
は
な
い
が
、
一
連
の
相
承
内
容
で
あ
る
。）
・
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
四
月
十
二
日
「
二
ケノ
大
事
」（
一
心
三
観
・
無
作
三
身
）・「
蓮
華
因
果
」
相
伝
。（
な
お
、
秀
範
は
、
そ
の
一
月
後
の
正
安
第
三
天
（
一
三
〇
一
）
五
月
廿
二
日
に
『
草
木
発
心
修
行
記
』
を
書
写
し
て
い
る
。）
・
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
六
月
十
八
日
「
二
ケノ
大
事
」
相
伝
。
（
二
度
に
わ
た
り
相
伝
）
・
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
五
月
二
十
二
日
「
天
台
四
重
妙
解
」
相
伝
。
・
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
三
月
十
一
日
「
一
心
三
観
口
決
（
四
明
流
三
重
観
法
決
）」
書
写
。
・
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
五
月
十
九
日
「
大
通
佛
云
事
」
書
写
。
・
徳
治
第
三
天
（
一
三
〇
八
）
閏
八
月
二
十
五
日
「
恵
檀
両
流
諸
箇
秘
決
下
」
相
伝
。（
こ
こ
で
、
秀
範
は
す
べ
て
の
伝
受
・
記
述
を
完
了
。）
・
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
六
月
十
日
秀
範
よ
り
相
伝
し
た
連
心
は
、
常
尊
卿
阿
梨
御
房
に
こ
れ
を
附
す
。
②
秀
範
の
所
属
流
派
を
伺
い
知
る
『
血
脈
譜
』
中
の
表
現
と
し
て
は
、「
恵
心
流
諸
箇
大
事
」
に
は
「
恵
心
所
定ノ
四
箇
」
等
が
説
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
常
寂
光
土
義
」
の
前
文
の
秀
範
の
注
記
に
は
、「
已
下
至
此
者
、
北
谷
門
跡ノ
口
決
也
。
於
今
者
雖
有
憚
ハヽ
カリ、
聊
イサヽ
カノ
有
次
故ニ
、
示
依
文
許ハカリ。
於
義
者
在リ
心
符ニ
。
尋
之
可
習
也
。」
と
あ
る
。
つ
づ
く
「
常
寂
光
土
義
」
の
末
文
に
は
「
私
云
、
殊ニ
約
方
寸ノ
肉
団ニ
、
示ス
寂
光ヲ
。
円
宗ノ
玄
旨
元
意
也
。
尤モ
有
秘
伝
、
可
尋
之ヲ
。
已
上
附
恵
心
流ニ
、
密カニ
示
門
徒ノ
義ヲ
。
偏ニ
為
愚
案ノ
也
。
全ク
非
他
要ニ
矣
。」
等
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
恵
心
流
の
常
寂
光
土
義
や
鏡
像
円
融
義
に
対
し
、
秀
範
が
「
秘カニ
門
徒ノ
義
」
を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
し
ば
し
ば
北
谷
・
恵
光
坊
流
の
法
門
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
書
中
に
は
「
已
下
北
谷
」「
北
谷
口
決
」「
北
谷
秘
之
」
等
の
表
現
も
散
見
す
る
。
（『
同
』
五
頁
参
照
）
③
「
恵
檀
両
流
諸
箇
秘
訣
」
の
「
二
ケノ
大
事
」
に
は
、「
于
時
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
六
月
初
日
。
於
武
州
敢テ
伝
之
。」
と
の
標
記
も
あ
り
、
秀
範
は
、「
血
脈
譜
相
承
次
第
」
や
「
一
心
三
観
血
脈
、
慈
覚
大
師
私
記
」
等
を
、
関
東
に
お
け
る
恵
心
流
の
拠
点
で
あ
る
武
州
仙
波
に
於
い
て
こ
れ
を
伝
授
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
⑶
秀
範
の
人
物
像
以
上
に
よ
り
、
秀
範
（
一
三
〇
〇
一
三
二
七
？
）
は
、
檀
那
流
の
中
で
も
恵
光
坊
流
に
属
す
る
者
と
し
て
、
そ
の
立
場
か
ら
恵
心
流
の
諸
義
を
相
伝
し
、
種
々
に
論
評
を
加
え
て
い
る
。
内
容
的
に
は
秀
範
の
属
し
た
恵
光
坊
流
の
法
門
六
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
秀
範
は
本
書
を
弟
子
連
心
に
相
伝
す
る
際
に
、「
此
重
書
者
恵
光
院
大
事
中ノ
大
事
也
。」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
秀
範
撰
『
天
台
潅
頂
玄
旨10
）
』「
三
句
血
脈
」
恵
光
坊
流
五
箇
血
脈
の
一
）
に
は
、「
定
仙
↓
経
祐
↓
定
厳
↓
秀
範
↓
恵
海
」
の
相
承
譜
を
載
せ
る
。
秀
範
は
定
厳
よ
り
相
伝
し
た
『
天
台
潅
頂
玄
旨
』
を
仙
波
の
恵
海
に
授
与
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
恵
光
坊
流
の
血
脈
を
継
い
で
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
、
恵
海
は
明
全
の
弟
子
で
、
秀
範
之
『
名
別
義
通
義
引
難
』（
日
光
天
海
蔵
）
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
伝
顕
真
撰
『
山
家
要
略
記11
）
』「
秘
口
決
要
文
抄
」
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
の
奥
書
か
ら
は
、
檀
那
流
記
家
の
棟
梁
義
源
阿
梨
（
一
二
八
九
一
三
四
三
）
と
の
交
流
が
知
ら
れ
、
義
源
は
凡
僧
の
秀
範
大
法
師
に
対
し
、「
依
奉
感
求
法
篤
志
。
以
斯
初
奉
授
秀
公
大
法
師
訖
。」
と
、
最
大
限
の
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。
三
『
草
木
発
心
修
行
記
』
書
写
の
経
緯
（
作
成
の
動
機
）
⑴
『
血
脈
譜
』
の
相
伝
と
『
草
木
発
心
修
行
記
』
書
写
と
の
関
係
『
血
脈
譜
』
の
主
要
部
分
は
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
四
月
十
二
日
に
、
秀
範
が
長
命
大
徳
よ
り
相
伝
し
て
い
る
。
一
方
、
檀
那
記
と
す
る
『
草
木
発
心
修
行
記
』
は
、
そ
れ
よ
り
一
月
後
の
正
安
第
三
天
（
一
三
〇
一
）
五
月
廿
二
日
に
秀
範
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
『
修
行
記
』
書
写
の
原
本
の
所
在
、
あ
る
い
は
誰
か
ら
そ
の
口
伝
を
受
け
た
か
の
記
載
は
な
い
。
そ
の
「
一
月
後
の
時
期
」
と
は
、
秀
範
が
天
台
所
立
一
心
三
観
等
の
相
承
を
成
し
遂
げ
た
感
慨
の
な
か
に
、
そ
の
内
容
を
様
々
な
観
点
か
ら
推
敲
・
吟
味
し
て
い
る
時
期
で
も
あ
ろ
う
。
以
下
、『
血
脈
譜
』
の
相
承
内
容
が
、『
草
木
発
心
修
行
記
』
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
て
み
た
い
。
⑵
両
文
献
の
共
通
性
両
文
献
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
次
頁
の
表
１
記
載
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
骨
子
は
、
秀
範
が
長
命
よ
り
相
伝
し
た
『
血
脈
譜
』
の
事
事
格
別
の
義
で
あ
る
一
心
三
観
の
法
門
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
⑶
『
草
木
発
心
修
行
記
』
書
写
の
動
機
『
血
脈
譜
』「
一
心
三
観
、
慈
覚
大
師
私
記
」
に
は
、
一
心
三
観
の
要
旨
が
「
事
事
格
別
」
に
あ
る
こ
と
を
明
す
べ
き
理
由
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
後
学
の
徒
トモカラは
此
の
一
言
を
失
し
て
、
堅
く
「
事
理
不
二
」
の
文
を
執
せ
は
、
全
く
事
理
相
即
の
義
に
迷
へ
り
。
故
に
事
の
不
即
を
以
て
、
皆
な
差
別
門
に
属
す
と
な
す
。
こ
れ
に
依
っ
て
千
論
横
さ
ま
に
起
り
、
万
難
通
じ
牛カタ
し
。
た
だ
相
即
と
云
っ
て
、
以
っ
て
難
を
遮
せ
ん
と
す
。
全
く
相
即
・
融
通
之
意
無
く
、
邪
を
以
て
正
を
顕
せ
ん
と
為
す
。
何
を
以
て
か
階カナ
う
可
け
ん
や
。
甚
た
傷
し
き
か
な
。」
慈
覚
大
師
（
七
九
四
八
六
四
）
の
時
代
に
は
、「
草
木
自
作
仏
」
を
認
め
な
い
一
類
が
お
り
、
安
然
『
即
身
成
仏
義
私
記15
）
』
に
は
、
そ
れ
を
慈
覚
が
「
宗
旨
に
も
と
る
」
と
嘆
い
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
秀
範
の
時
代
の
諸
文
献
か
ら
も
、
草
木
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
表１ 両文献の共通性
『草木発心修行記』 『一心三観血脈譜』
草木成佛は本門壽量(品)の義也
(12)
。「如来
は如實に知見す」の説、「世間相は常住
なり」の文は、草木成佛の誠証である。
森羅の万象は六塵の当体、格別の形色、即ち是れ中道
也。「是法は法位に住し、世間相は常住」是也。根本
大師は、此文を寿量品の文と引き給う也
(13)
。
（「二ケ大事」、『興風叢書十七』80頁中）
草木に、發心修行菩提涅槃の義無しと云
うは、爾前迹門の説である。本門壽量の
実義に非ず。今本門成仏の正意とは、
「事の成道」を論ず。
事々不相即の義である「事性の差別」を以て、本門の
本意と為す。人は人・畜は畜、一分不動にして而二の
時は千差万別、皆な「果中の勝用」と云へる。此を事
法の性・相は常住等と云う。又、迹門は不二・本門は
而二にして、迷悟は不二而二、因果は不二而二であ
る。 （「一心三観血 」、『同』35頁中）
爾前・迹門の故には縁了の二因なし。今
本門の意の故に「縁了二因有り」。他の
所立は、爾前の説文也。今本門の正意
は、「迷情事・悟事合の説」なるが故に、
爾前迷情の事に、發心修行の意ありと雖
も、本門を知らざる時は迷情の事なり。
發心修行するは即本門成仏の体（「隨縁
真如」）也。
法爾として一心に持つ所の十界は、「隨縁顕現して、
修具の十界」を浮かべる。本有の一理（不変真如）は
明鏡、縁起する所の十界は影像（隨縁真如）也。
（「四、鏡像円融譬者」大和庄流口決
「自影自浮」、『同』50頁下～51頁上）
華とは、九界の迷法無明。蓮は、仏界悟の法々の性で
ある。もし「蓮・華一体」の旨を得れは、「権実不
二・迷悟不二・因果不二」に於いて自在を得る。故に
生仏も不二にして、一念に三千を摂すこと必定にして
宛然也。 （「五、蓮華因果者」『同』53頁中）
發心修行の義に多意あり。若し發心修行
は、すべて發心修行の事に約す(現量)と
云うならは、万法は皆発心修行の体（真
如）は無き也。知ぬ。汝はなお本門の意
を知らず。「當位即妙」の故なり。情と
非情・佛界と衆生界と各々別して発心修
行せば、共に當位即妙の発心成仏は無き
也
(14)
。
常寂光土義とは、浄土は浄土ながら、穢土は穢土なが
ら其の体を動ぜず、当体は即ち寂光也。「当位即妙」
は本位を改めず。天台は「一切国土の依正は即ちこれ
常寂光也」と云う。一切の言は浄・穢に亘る。浄穢の
依正は共に「当体を動ぜず」。即ち諸仏の内証の寂光
である。 「三、常寂光土義」、『同』48頁中）
「天台・真言は一」なり。所々の文に
「即事而真」と釈す。
「顕・密の不同無し」。密の心は
オン
の一字也。釈迦如来
の後夜成道の時、不動尊にこれを授すと見たり。後夜
成道の一心三観とは、 字の三身即一の義、本門無作
の三身三観の意である。顕教の意は境智一心の一言
也。根本大師は道邃和尚より、「境智相応」の一言に
一心三観を入眼し給う也。
（「二ケ大事」、『同』79頁上）
八
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
成
仏
に
は
各
流
派
で
様
々
な
論
義
が
な
さ
れ
て
い
た16
）
。
殊
に
、
秀
範
「
恵
檀
両
流
諸
箇
秘
訣
」（
草
木
成
仏
人
証
）
に
は
、
恵
光
坊
門
跡
の
義
と
し
て
、『
法
華
経17
）
』
提
婆
品
の
「
三
千
世
間
に
芥
子
ば
か
り
も
身
命
を
捨
て
ざ
る
処
な
し
」
に
基
づ
き
、「
此
の
一
大
三
千
世
界
は
釈
尊
先
生
（
世
ヵ
）
の
身
骨
な
り
」
と
し
、
草
木
を
釈
尊
の
眷
属
と
見
る
。
ま
た
涌
出
品
の
大
地
よ
り
現
れ
出
で
た
四
行
菩
薩
を
四
大
に
置
き
換
え
、
釈
尊
の
地
大
と
合
わ
せ
五
大
成
仏
に
よ
る
顕
相
と
し
、「
諸
法
は
本
来
無
作
覚
悟
の
佛
体
也
。
仍
っ
て
草
木
成
仏
も
亦
爾
也
。
今
始
て
成
仏
す
る
に
非
ず
。
本
来
の
佛
体
也
。
諸
法
は
皆
三
身
の
振
舞
な
る
条
、
眼
前
の
こ
と
也
。」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
は
、
草
木
は
も
と
よ
り
衆
生
に
お
い
て
も
発
心
修
行
の
義
は
出
て
こ
な
い
。
四
経
海
『
一
心
三
観
血
脈
』
に
よ
る
検
証
秀
範
の
『
血
脈
譜
』（
二
ケノ
大
事
）
の
な
か
に
は
、
俊
範
の
直
弟
子
で
あ
る
心
観
僧
都
（
月
性
房
薩
摩
法
印
）
が
見
聞
し
た
毘
沙
門
堂
経
海
の
相
承
の
様
子
が
間
接
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
経
海
撰
の
『
一
心
三
観
血
脈18
）
』
に
は
、
本
人
自
身
の
言
と
し
て
、
相
承
の
内
容
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
今
般
、
そ
の
内
容
も
参
考
に
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
の
関
連
を
検
証
し
て
み
た
い
。
⑴
経
海
『
一
心
三
観
血
脈
』
の
概
要
経
海
法
印
（
一
二
〇
七
一
二
七
六
？
）
は
、
勅
命
に
よ
っ
て
恵
心
流
の
無
動
寺
俊
範
法
印
（
一
一
八
七
一
二
五
九
）
を
師
と
し
て
恵
心
流
の
教
義
を
相
伝
し
た
と
さ
れ
る
。
経
海
は
そ
の
内
容
を
『
一
心
三
観
血
脈
』
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
、
一
心
三
観
の
法
門
を
も
っ
て
「
真
言
教
の
至
極
の
法
門
」
で
あ
る
と
し
て
、
先
ず
無
動
寺
慶
命
座
主
（
一
〇
四
八
一
一
三
三
）
の
口
伝
を
述
べ
、
「
山
王
と
云
う
名
は
一
心
三
観
の
法
門
を
表
す
。
山
の
字
は
、
竪
の
三
点
に
横
の
一
点
を
加
う
。
是
則
ち
三
諦
一
諦
の
心
也
。
王
の
字
は
、
横
の
三
点
に
竪
の
一
点
を
加
う
。
又
三
諦
一
諦
の
心
也
。
横
の
三
点
・
竪
の
一
点
、
横
の
一
点
・
竪
の
三
点
、
三
諦
一
諦
は
一
に
非
す
、
不
縦
・
不
横
の
意
で
あ
る
。」
と
い
う
。
ま
た
、
「
事
理
和
融
の
知
見
の
時
は
、
一
心
の
中
に
三
観
歴
々
と
し
て
並
び
て
倶
に
起
る
と
覚
る
也
。」
と
し
て
、
伊
字
の
三
点
に
喩
を
借
て
、
例
を
自
在
天
の
面
上ノ
三
目
に
引
く
と
し
、「
此
の
一
心
に
倶
に
起
る
と
こ
ろ
の
三
観
は
、
仏
果
菩
提
の
時
は
、
果
地
の
三
身
と
顕
る
也
。」
と
し
、
三
点
・
三
目
が
、
非
並
・
非
別
、
不
縦
・
不
横
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
（『
興
風
叢
書
十
七
』
一
六
六
上
〜
一
六
七
頁
下
、
一
六
八
下
〜
一
七
一
頁
中
。）
慶
命
は
こ
れ
を
遍
豪
に
伝
え
、
さ
ら
に
慶
増
と
長
宴
の
二
人
に
相
伝
し
て
い
る
。
慶
増
の
系
統
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
舜
海
血
脈
」
の
相
伝
の
様
子
が
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
長
宴
の
系
統
は
、
仁
慶
↓
良
祐
↓
寛
勝
↓
範
源
↓
俊
範
を
経
て
、
静
明
と
経
海
の
二
人
に
相
伝
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
迹
門
と
本
門
の
違
い
を
述
べ
、
迹
門
の
意
は
、「
万
法
は
こ
れ
真
如
、
不
変
に
由
る
が
故
に
」
万
法
は
悉
く
真
如
の
一
理
に
帰
る
と
し
、
本
門
の
意
は
、
「
真
如
は
こ
れ
万
法
、
隨
縁
に
由
る
が
故
に
」
と
云
っ
て
、
本
門
寿
量
品
の
前
に
は
「
万
法
は
悉
く
真
如
の
全
体
に
し
て
、
諸
法
は
悉
く
本
有
常
住
也
。」
と
し
、
「
則
ち
俗
諦
常
住
の
旨
を
談
ず
る
が
故
に
、
三
諦
の
境
・
三
観
の
智
は
、
皆
な
倶
に
本
有
常
住
に
し
て
、
而
も
一
心
に
此
を
備
た
る
を
一
心
三
観
と
称
す
。」
と
し
て
い
る
。
『
同
』
一
六
九
頁
中
。）
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
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学
研
究
科
篇
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特
に
、
秀
範
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
問
答
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
「
尋
。
金
論
に
「
一
念
に
三
千
を
具
す
と
は
、
二
経
一
論
に
依
る
。」
取
意
）
と
云
ふ
が
、
何
を
指
す
の
か
。
答
。
法
華
方
便
品
の
十
如
是
、
大
経
・
大
論
の
三
種
世
間
、
起
信
論
の
一
文
を
指
す
也19
）
。
金
論
に
は
「
万
法
は
是
真
如
、
不
変
に
由
る
が
故
に
。
真
如
は
是
万
法
、
隨
縁
に
由
る
が
故
に20
）
」
と
云
う
。
三
種
の
一
念
具
）
三
千
の
こ
と
は
、
事
造
の
一
念
三
千
・
理
造
の
一
念
三
千
・
迷
妄
の
一
念
三
千
と
也
。
尋
。
証
拠
有
り
耶
。
答
。
金
論
に
「
衆
生
は
但
だ
事
、
諸
仏
は
事
理
有
り
」
取
意
）の
文
あ
り
。
事
は
即
ち
三
千
世
間
の
法
門
、
理
は
一
如
平
等
の
理
也
。
衆
生
の
事
有
り
と
は
即
ち
三
千
の
法
門
也
。
仏
の
事
ま
た
こ
れ
に
同
じ
。
然
に
凡
夫
の
感
見
す
る
所
の
事
は
、
同
じ
く
一
念
三
千
な
れ
ど
も
、
行
ぜ
被
れ
る
己
心
中
の
一
念
三
千
に
は
非
ず
。
己
心
中
の
一
念
三
千
と
は
、
仏
果
所
具
の
事
相
の
法
門
也
。
「
正
観
章21
）
」
の
一
念
三
千
是
也
。
先
徳
は
此
の
事
を
釈
述
し
給
う
に
、
迷
妄
の
一
念
三
千
の
事
理
は
、
即
ち
衆
生
所
具
の
法
也
。
事
造
・
理
造
の
一
念
三
千
は
、
仏
果
所
具
の
功
徳
也
。」
と
し
て
い
る
。
『
同
』
一
七
四
頁
中
〜
一
七
五
頁
上
）
こ
の
三
重
の
事
理
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
義
科
盧
談
、
法
華
玄
義22
）
』
に
は
、
第
一
重
の
「
衆
生
は
但
理
・
諸
佛
は
事
を
得
る
」
と
は
、
衆
生
は
但
た
理
性
な
る
が
故
に
衆
生
を
但
理
と
云
う
。
三
千
は
理
に
在
っ
て
同
く
無
明
と
名
づ
く
と
い
う
が
如
し
。
諸
佛
は
此
の
理
を
修
得
す
る
が
故
に
、
諸
佛
は
事
を
得
る
と
云
う
。
三
千
は
果
成
に
し
て
み
な
常
と
す
が
如
し
。
第
二
重
の
「
衆
生
は
但
事
・
諸
佛
は
理
を
證
す
」
と
は
、
迷
の
有
を
以
っ
て
凡
夫
に
屬
す
が
故
に
衆
生
を
但
事
と
云
い
、
理
に
背
す
は
即
ち
迷
の
事
也
。
理
を
悟
る
を
以
て
諸
佛
と
名
つ
く
。
故
に
諸
佛
は
理
を
證
す
と
云
い
、
理
に
叶
う
を
以
っ
て
證
理
と
云
う
。
第
三
重
の
「
こ
れ
即
ち
衆
生
は
唯
た
迷
中
之
事
理
有
っ
て
、
諸
佛
は
具
に
悟
中
之
事
理
あ
り
」
の
意
は
、
上
の
兩
重
の
事
理
を
束
て
、
一
箇
の
事
理
を
成
す
。
所
以
に
上
の
文
は
、
衆
生
を
以
っ
て
或
は
事
に
或
は
理
に
屬
せ
し
む
。
此
事
理
は
惣
て
而
に
「
迷
中
之
事
理
」
と
名
づ
く
。
又
、
諸
佛
を
以
っ
て
或
は
事
に
或
は
理
に
屬
せ
し
め
る
故
に
、
こ
れ
を
束
て
「
悟
中
之
事
理
」
と
名
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
今
の
所
立
の
事
相
の
互
具
と
は
、
佛
知
・
佛
見
上
の
所
論
で
あ
り
、
悟
中
の
事
理
と
は
是
也
、
と
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
秀
範
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
金
論
の
三
重
の
事
理
を
爾
前
・
迹
門
・
本
門
に
配
し
、
爾
前
・
迹
門
を
ま
と
め
て
迷
妄
の
事
理
と
位
置
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
秀
範
は
、
事
事
格
別
・
本
門
而
二
・
真
如
隨
縁
の
義
を
勝
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
恵
心
流
の
『
摩
訶
止
観
伊
賀
抄23
）
』（
十
一
理
造
・
事
造
事
）
に
は
、「
仰
（
心
賀
）
曰
く
。
理
造
と
は
法
體
也
。
こ
の
法
體
は
や
が
て
「
事
事
格
別
」
と
な
る
。
こ
れ
を
事
造
と
い
う
。
惣
じ
て
止
観
は
境
智
不
二
の
上
に
そ
の
ま
ま
な
る
法
爾
の
法
體
也
。
そ
の
上
に
境
を
理
造
と
云
い
、
智
を
事
造
と
云
也
。」
と
し
、
ま
た
「
師
（
良
意
）
の
曰
く
。
理
造
と
は
理
具
也
。
理
具
に
よ
っ
て
事
用
有
り
。
理
具
は
不
変
真
如
、
事
具
は
隨
縁
真
如
也
。」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
秀
範
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
で
は
、
第
一
重
を
爾
前
、
第
二
重
を
迹
門
、
第
三
重
を
本
門
に
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
さ
ら
に
、
経
海
は
、
事
事
不
相
即
の
「
一
心
三
観
事
」
を
含
む
十
の
法
門
を
一
〇
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
挙
げ
る
中
で
、
そ
の
第
一
に
「
草
木
成
仏
事
」
を
あ
げ
、「
此
の
如
き
法
門
を
能
々
習
え
ば
、
皆
一
事
に
成
ず
る
也
。」
と
し
て
、
同
様
に
理
解
す
べ
き
旨
を
明
示
し
て
い
る
。
『
同
』
一
七
三
頁
下
〜
一
七
四
頁
中
。）
⑵
経
海
『
一
心
三
観
血
脈
』
と
秀
範
書
写
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
の
関
連
俊
範
の
直
弟
子
で
あ
る
心
観
を
経
て
長
命
よ
り
『
血
脈
譜
』
の
相
承
を
受
け
た
秀
範
も
、
お
そ
ら
く
は
、
折
に
触
れ
て
経
海
の
『
一
心
三
観
血
脈
』
相
承
の
内
容
に
も
話
が
及
ん
だ
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
秀
範
書
写
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
経
海
『
一
心
三
観
血
脈
』
と
は
類
似
点
が
認
め
ら
れ
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
両
文
献
が
『
金
論
』
の
三
重
の
事
理
に
触
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
経
海
は
、
一
心
三
観
と
軌
を
一
に
す
る
法
門
の
第
一
に
「
草
木
成
仏
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。
秀
範
が
、
一
心
三
観
の
相
承
内
容
を
推
敲
す
る
中
で
、「
草
木
成
仏
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
た
の
も
、
当
然
の
成
り
行
き
と
も
思
わ
れ
る
。
経
海
『
一
心
三
観
血
脈
』
は
、
経
海
・
観
隆
・
義
憲
を
輩
出
し
た
毘
沙
門
堂
流
系
統
の
文
献
で
あ
る
。
な
お
、
小
稿
に
お
い
て
詳
し
く
言
及
す
る
余
地
は
な
い
が
、
調
査
の
結
果
で
は
、
毘
沙
門
堂
経
海
の
跡
を
継
い
だ
大
定
坊
義
憲
僧
都
（
一
三
〇
四
一
三
三
七
）
は
、
秀
範
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
を
も
と
に
そ
の
内
容
を
整
理
し
、
新
た
に
草
木
の
生
住
異
滅
の
「
四
相
」
を
以
て
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
の
姿
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
盛
り
込
み
、
檀
那
疑
問
・
御
廟
決
答
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
と
し
て
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る24
）
。
そ
の
教
義
の
内
容
は
、
八
年
間
に
わ
た
る
義
憲
の
講
義
録
『
毘
沙
門
堂
（
雑
々
口
決
集25
）
）』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
め
（『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
作
者
）
『
草
木
発
心
修
行
記
』
に
は
、
天
暦
・
応
和
の
宗
論
等
を
踏
ま
え
、
檀
那
疑
問
・
御
廟
決
答
と
記
さ
れ
て
い
る
。
御
廟
大
師
（
良
源
九
一
二
九
八
五
）
は
一
代
の
論
師
と
い
わ
れ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
真
撰
と
さ
れ
る
文
献
が
少
な
い
。
或
は
、
宗
門
の
発
展
の
た
め
論
義
を
重
視
し
た
良
源
は
、
多
義
が
成
立
す
る
場
合
に
、
そ
の
一
方
に
立
つ
見
解
を
示
す
こ
と
が
、
弟
子
の
自
由
な
意
見
を
阻
害
す
る
こ
と
を
戒
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
慈
覚
大
師
（
七
九
四
八
六
四
）
を
師
と
仰
ぐ
良
源
は
、『
唐
決
』（
天
台
宗
未
決26
）
）
に
見
る
円
澄
・
徳
円
等
の
古
徳
や
、
台
密
を
確
立
し
た
五
大
院
先
徳
（
安
然
八
四
一
八
九
五
？
）
と
同
様
に
、
草
木
自
作
仏
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い27
）
。
但
し
、
実
際
の
論
義
の
場
に
お
い
て
は
『
宗
円
集28
）
』
等
に
見
る
如
く
、「
成
・
不
成
無
相
違
」
の
立
場
を
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
檀
那
先
徳
（
覚
運
九
五
三
一
〇
〇
七
）
も
列
祖
の
章
疏
を
重
ん
じ
、
観
心
的
本
覚
法
門
を
尊
崇
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
本
書
の
成
立
を
裏
付
け
る
よ
う
な
草
木
成
仏
を
伺
わ
せ
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
文
献
的
な
見
地
か
ら
す
る
と
、
秀
範
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
同
じ
よ
う
に
寿
量
品
を
根
拠
と
し
て
草
木
発
心
修
行
を
説
く
も
の
は
、
心
賀
『
日
記29
）
』（
一
三
〇
〇
年
頃
成
立
）
の
頃
に
至
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
猪
熊
良
聖
の
『
例
講
問
答
書
合30
）
』（
一
三
五
〇
年
頃
成
立
）
や
無
動
寺
延
海
（
一
四
二
六
）
の
『
手
中
抄31
）
』
が
あ
る
。
な
お
、
頼
増
の
『
宗
要
宝
樹
坊32
）
』（
成
立
一
三
一
四
一
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
年
頃
）
に
は
他
流
の
義
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
批
判
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
秀
範
が
書
写
し
た
『
草
木
発
心
修
行
記
』
は
、『
血
脈
譜
』
の
相
承
の
な
か
で
、
長
命
よ
り
秀
範
に
伝
え
ら
れ
た
一
心
三
観
の
内
容
が
そ
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
類
の
口
伝
で
あ
る
経
海
撰
『
一
心
三
観
血
脈
』
の
中
に
は
、『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
同
じ
く
『
金
論
』
の
三
重
の
事
理
が
ふ
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
草
木
成
仏
の
法
門
と
一
心
三
観
の
法
門
が
軌
を
一
に
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
以
上
述
べ
た
事
実
等
か
ら
判
断
す
る
と
、
秀
範
が
長
命
か
ら
相
承
し
た
事
事
各
別
の
義
と
す
る
一
心
三
観
の
内
容
を
吟
味
・
推
敲
す
る
中
で
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
法
門
で
あ
る
「
草
木
成
仏
の
在
り
方
」
に
思
い
を
巡
ら
し
た
結
果
、
併
せ
て
湛
然
・
安
然
等
の
周
知
の
文
献33
）
、
あ
る
い
は
政
海
『
類
聚
鈔34
）
』（
成
立
一
二
九
八
年
頃
）
の
法
華
円
教
の
主
張
等
を
も
踏
ま
え
、
本
門
寿
量
品
を
根
拠
と
す
る
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
し
て
整
理
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
以
上
を
勘
案
し
、『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
作
者
は
秀
範
自
身
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
古
天
台
の
文
献
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
檀
那
記
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
血
脈
譜
』「
二
ケノ
大
事
」
中
に
み
る
如
く
、「
境
智
不
二
」
の
伝
承
譚
と
し
て
相
応
・
檀
那
の
思
想
的
な
つ
な
が
り
を
示
す
記
載
も
あ
り35
）
、
ま
た
秀
範
自
身
の
属
す
る
恵
光
坊
流
の
祖
で
あ
る
檀
那
先
徳
に
仮
託
し
、
檀
那
記
『
草
木
発
心
修
行
記
』
と
名
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。以
上
〔
注
〕
１
）
能
『
芭
蕉
』：
日
本
古
典
文
学
大
系
四
一
『
謡
曲
集
』
下
、
三
八
頁
（
岩
波
書
店
）。
室
町
時
代
の
能
楽
師
金
春
禅
竹
作
か
。『
芭
蕉
』
の
組
立
て
論
拠
の
「
薬
草
喩
品
」
は
、
政
海
『
類
聚
鈔
』（
真
如
蔵
）
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
２
）
日
本
人
の
自
然
観
と
『
法
華
経
』
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
史
（
思
想
史
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）』
一
六
四
〜
一
七
二
頁
（
新
潮
文
庫
）。
日
本
と
中
国
と
の
自
然
観
の
違
い：
家
永
三
郎
『（
日
本
思
想
史
に
お
け
る
）
宗
教
的
自
然
観
の
展
開
』
五
〜
二
六
頁
（
創
元
社
）。
白
川
静
『
詩
経
』
一
四
〜
二
〇
頁
（
中
公
新
書
、『
万
葉
集
』
と
の
比
較
）。
『
法
華
経
』
の
「
も
の
の
見
方
」
に
つ
い
て
は
、
「
方
便
品
」
に
は
諸
法
実
相
を
う
た
う
。
智
『
摩
可
止
観
』
巻
頭
に
は
「
諸
法
の
実
相
を
直
観
す
れ
ば
、
一
色
一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
」
（
取
意
）
と
し
、
我
々
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
六
塵
（
色
声
香
味
蝕
法
）
を
、
単
な
る
客
観
的
事
象
と
見
な
い
で
、
そ
の
中
に
真
理
の
活
現
の
姿
を
見
る
な
ら
ば
、
一
色
一
香
も
中
道
実
相
で
あ
り
、
常
寂
光
の
浄
土
・
覚
り
の
姿
に
外
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
日
本
中
古
天
台
の
『
等
海
口
伝
鈔
』
第
九
巻
三
七
九
頁
）
に
は
、「
天
台
宗
の
宗
旨
と
は
、
十
界
三
千
の
万
法
が
本
有
常
住
で
あ
っ
て
、
自
受
用
本
覚
の
仏
で
あ
る
。
こ
れ
が
常
に
霊
鷲
山
に
お
ら
れ
る
教
主
で
あ
り
、
天
台
宗
の
本
尊
で
あ
る
」
と
し
、
我
ら
は
森
羅
の
万
象
の
本
尊
よ
り
直
受
あ
る
べ
し
と
し
て
い
る
。
３
）
檀
那
疑
問
御
廟
決
答
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
俊
憲
書
写
一
三
三
六
年
）：
『
日
仏
全
』
二
四
天
台
小
部
集
釈
三
四
五
頁
上
（
仏
書
刊
行
協
会
）。
本
書
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）、
三
井
敬
光
が
顕
密
・
和
漢
に
亘
る
指
南
書
の
一
つ
と
し
て
整
理
校
訂
収
録
し
た
も
の
。
４
）
諸
本
に
は
、
次
の
四
種
八
本
が
あ
る
。
①
真
如
蔵
、
写
本
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』。（
書
写
相
伝
の
奥
書
な
し
。）
②
無
動
寺
蔵
、
写
本
『
草
木
成
仏
記
』。（
観
音
寺
舜
興
が
一
六
五
八
年
に
宝
園
院
本
を
書
写
し
た
も
の
。
さ
ら
に
一
八
一
一
年
に
法
曼
院
真
超
が
書
写
。
③
長
谷
川
市
郎
兵
衛
、
刊
本
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』：
ａ
叡
山
文
庫
一
二
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
池
田
史
宗
蔵
書
『
学
天
台
宗
法
門
大
意
』（
一
六
六
〇
年
開
版
）。
ｂ
叡
山
文
庫
雙
厳
院
蔵
書
（
一
六
六
二
年
開
版
）。
ｃ
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
『
教
観
日
記
』
の
う
ち
（
一
六
六
六
年
開
版
）。
ｄ
大
正
大
学
蔵
本
「
縁
山
南
渓
蔡
華
楼
書
籍
」
十
二
小
部
集
釈
（
一
六
六
九
年
開
版
）。
④
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
五
冊
九
七
一
頁
。
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
月
三
十
日
（
覚
運
贈
僧
正
時
）
の
条
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』（
訓
点
ナ
シ
）（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）。
５
）
檀
那
記
『
草
木
発
心
修
行
記
』：
正
教
蔵
写
本
。
秀
範
書
写
一
三
〇
一
年
。
さ
ら
に
江
師
・
常
尊
と
相
伝
し
た
。『
草
木
発
心
修
行
記
』
に
つ
い
て
は
、
直
海
（
一
三
六
七
九
六
）
の
『
雑
雑
私
用
抄
』（『
天
全
』
三
）
に
引
用
あ
り
。
な
お
、
本
文
献
は
、
覚
林
坊
主
（
禅
英
ヵ
）
の
『
草
木
成
仏
相
伝
』
と
合
本
と
な
っ
て
い
る
。
６
）
先
行
研
究
の
主
な
も
の
（
但
し
『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
に
つ
い
て
の
み
）
①
末
木
文
美
士
説：
爾
前
・
迹
門
・
本
門
が
見
え
て
、
い
ま
だ
観
心
に
収
め
る
四
重
興
廃
が
な
い
。
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
辺
り
の
成
立
。（『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』「
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
」
四
一
六
〜
四
二
一
頁
（
春
秋
社
）。
②
田
島
徳
音
説：
止
観
為
本
、
観
心
為
先
の
教
義
。
院
政
時
代
頃
で
あ
ろ
う
か
。（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
小
野
玄
妙
編
、
大
東
出
版
社
）『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
解
題
二
九
頁
）。
③
三
崎
義
泉
説：
鎌
倉
時
代
の
秘
伝
書
を
書
写
（『
止
観
的
美
意
識
の
展
開
』
五
〇
七
〜
五
〇
八
頁
（
ぺ
リ
カ
ン
社
）。
④
大
久
保
良
峻
説：
本
文
献
の
内
容
は
突
飛
な
も
の
で
な
く
、
良
源
に
帰
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
い
っ
た
思
想
を
良
源
以
後
の
中
古
天
台
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
天
台
で
は
す
で
に
安
然
が
相
当
に
進
展
し
た
教
義
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
の
も
の
が
必
ず
し
も
作
者
を
明
確
に
し
え
な
い
場
合
、
教
義
内
容
に
よ
っ
て
成
立
の
時
期
を
判
定
す
る
こ
と
に
は
つ
ね
に
困
難
が
と
も
な
う
。
と
も
か
く
、
今
は
良
源
が
草
木
成
仏
を
主
張
し
た
可
能
性
だ
け
を
記
す
る
に
止
め
て
お
く
。（『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
六
五
〜
六
七
頁
（
法
蔵
館
）。
７
）
秀
範
『
天
台
宗
所
立
一
心
三
観
師
資
血
脈
譜
』：
正
教
蔵
写
本
。
な
お
、
常
尊
は
秀
範
の
『
血
脈
譜
』
を
連
心
よ
り
相
伝
し
、
ほ
ゞ
同
文
の
『
両
流
兼
含
集
』（
日
光
天
海
蔵
写
本
）
を
撰
し
て
い
る
。
秀
範
は
一
つ
一
つ
の
相
伝
を
積
み
上
げ
て
ま
と
め
上
げ
た
の
に
対
し
、
常
尊
は
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
書
写
・
推
敲
し
た
に
過
ぎ
ず
、
両
者
に
は
意
識
の
ず
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。
８
）
成
田
教
道
編
『
興
風
叢
書
』
十
七：
興
風
談
所
発
行
（
平
成
二
五
年
十
二
月
十
三
日
）。『
恵
檀
両
流
秘
決
上
下
』（
二
九
〜
一
二
〇
頁
）。
９
）
最
澄
『
顕
戒
論
』「
伝
於
一
言
」：
『
大
正
』
七
四
巻
五
九
〇
頁
下
。
10
）
秀
範
『
天
台
潅
頂
玄
旨
』：
中
山
法
華
経
寺
蔵
写
本
。「
三
句
血
脈
」（
常
寂
光
土
第
一
義
諦
・
霊
山
浄
土
久
遠
実
成
・
多
宝
塔
中
大
牟
尼
尊
）。
11
）
大
原
座
主
顕
真
撰
述
『
山
家
要
略
記
』
上
巻
「
秘
口
決
要
文
抄
」
の
奥
書
、『
続
天
台
宗
全
書
』
神
道
Ⅰ
六
四
頁
、
春
秋
社
。（『
山
家
最
要
略
記
』
奥
書
、
秀
範
記
載
）
12
）『
法
華
経
』
本
門
寿
量
品：
『
大
正
』
九
巻
四
二
頁
下
。「
如
來ハ
如
實ニ
知
見ス
三
界
之
相ヲ
。
無
有
生
死ニ
若
退
・
若
出
。・
・
不
如
三
界ヲ
見
於
三
界ニ
。」
13
）
根
本
大
師
の
口
伝：
出
典
不
明
。「
是
法ハ
住
法
位ニ
世
間
相ハ
常
住
」
の
文
は
、
字
句
的
に
は
、『
法
華
経
』
方
便
品
（『
大
正
』
九
九
頁
中
）
に
あ
り
、
法
位
と
は
「
如
」
で
あ
り
、
如
相
は
常
住
で
あ
る
と
い
う
（『
法
華
文
句
』
第
四
下
『
大
正
』
三
四
、
五
八
頁
上
）。
寿
量
品
で
は
「
如
来
如
実
知
見
三
界
相
」
と
し
て
、
果
上
（
事
）
に
諸
法
実
相
の
常
住
義
を
具
し
て
、
非
情
の
草
木
な
が
ら
遮
那
の
覚
体
と
す
る
意
（
参
考
『
法
華
二
十
八
品
肝
要
』）。
14
）
當
位
即
妙：
入
妙
の
あ
り
方
に
、
安
位
・
昇
進
の
二
義
が
あ
る
。（『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
第
一
（『
大
正
』
三
三
、
八
四
三
頁
中
）。「
昇
進
は
段
階
的
に
上
位
に
昇
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
、
安
位
と
は
現
在
あ
る
状
態
で
そ
の
ま
ま
絶
対
と
考
え
ら
れ
る
。
昇
進
は
始
覚
的
で
あ
り
、
安
位
は
本
覚
的
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
故
、
昇
進
の
立
場
で
は
発
心
・
修
行
が
考
え
ら
れ
る
が
、
安
位
の
立
場
で
は
発
心
・
修
行
が
必
要
な
い
こ
と
に
な
る
。（
末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』
四
一
七
頁
）。『
大
和
庄
手
裏
鈔
』
で
は
、
俊
範
は
、
案
位
・
昇
進
を
同
等
に
評
価
し
て
い
る
（『
続
天
台
宗
全
書
』
口
決
１
恵
心
流
Ⅰ
』
七
一
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
四
頁
。
一
二
八
九
年
頃
成
立
）。
15
）
安
然
『
即
身
成
仏
義
私
記
』：
『
日
仏
全
』
二
四
小
部
集
釋
二
一
六
頁
上
。「
貞
五
年
六
月
法
華
會
、
即
身
成
佛
之
諍
起ル
矣
。
山
家ニ
有テ
一
類ノ
執
者
、
横ニ
計ス
即
身
成
佛ヲ
者
、
只
是レ
即
身
之
中ノ
心ノ
作
佛ニ
、シテ
非ス
身ノ
作
佛ニ
。
而シテ
以テ
一ヲ
、
二ヲ
妨ク
。
雖モ
再
三ト
難
問ス
之ヲ
。」「
又
此
法
華
會ノ
彼ノ
執
者ハ
只タ
計シ
草
木
作
佛
・
依
報
隨
作ト
、
不
許サ
草
木ノ
自
作
佛ヲ
。
大
師
深ク
嘖ス
失ト
宗
旨ヲ
。」
16
）
当
時
の
草
木
成
仏
論
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。
①
不
許
草
木
発
心
修
行：
四
明
『
教
行
録
』。
播
磨
道
遂
『
摩
訶
止
観
論
弘
決
纂
義
』。
証
真
『
止
私
記
』（
草
木
自
心
・
自
力
無
し
。
一
仏
成
道
時
の
み
）。
阿
弥
陀
房
（
厳
俊
）『
阿
抄
』。
安
居
院
聖
覚
『
了
因
抄
』（
木
石ハ
是
無
心ノ
躰
相
、
無
始
横
計
翻
無
し
）。
伝
源
信
『
六
即
義
私
記
』（
理
即
）。
②
草
木
発
心
修
行：
『
東
陽
七
百
箇
条
抄
』（
天
然
の
発
修
、
相
は
四
季
の
転
変
）。
心
賀
『
日
記
』（
法
體
法
爾
）。
政
海
『
政
海
類
聚
鈔
』（
諸
法
実
相
・
色
香
中
道
理
・
円
教
色
心
不
二
）。
直
兼
『
口
伝
明
灯
抄
』（
相
貌
四
季
転
変
。
四
相
批
判
）。
尊
海
『
円
頓
章
見
聞
』。
静
範
『
宗
要
集
聞
書
』（
四
相
・
四
季
）。
な
お
、
恵
心
流
の
論
義
文
献
は
ほ
ぼ
こ
れ
等
に
準
ず
る
。
檀
那
流
竹
林
坊
『
堅
林
抄
』
も
同
じ
。
猪
熊
『
例
講
問
答
』（
草
木
慮
知
心
あ
り
・
如
来
如
実
に
知
見
し
一
色
一
香
皆
遮
那
の
実
体
・
色
心
は
皆
真
如
の
変
作
）。
『
光
聚
坊
』（
草
木
六
識
ナ
シ
。
九
識
カ
リ
タ
心
ア
リ
。
事ニ
発
心
修
行
成
仏
。
安
然
、
円ノ
意ハ
具サハ
理
仏
性ヲ
、
必
可
具
行
仏
性ヲ
也
）。
恵
尋
『
一
心
妙
戒
抄
』。
③
密
教
、
草
木
発
修：
俊
範
『
一
心
三
等
口
傳
』（
阿
字
第
一
命
、
六
大
無
礙
、
體
の
即
身
成
仏
）。
秀
範
『
血
脈
譜
』
大
和
庄
口
伝
（
不
動
尊
授
記
）。
智
証
『
理
知
一
門
集
』（
証
拠
、
不
空
智
吉
藏
經
。
草
木
成
仏
は
金
剛
界
五
字
の
成
佛
、
即
ち
法
華
世
間
相
常
住
の
意
。）
④
草
木
不
成
仏：
伝
皇
覚
『
三
十
四
箇
事
書
』（
草
木
衆
生
は
常
住
・
體
不
捨
。
成
立
一
二
五
〇
以
降
。
西
塔
恵
心
流
雲
承
相
伝
）。
公
海
『
宗
要
如
影
随
形
抄
』（
無
作
実
佛
、
不
成
）。
尊
舜
『
六
即
義
草
木
成
仏
』（
草
木ハ
不
発
心
修
行
。
転
迷
開
悟ノ
義
無
之
。
法
界
無
分
別ノ
心ニ
住シテ、
当
体
不
改ナル
処ノ
本
有
無
作ノ
覚
体
也
。
無
作
三
身ハ
覚ヨリ
前ノ
実
仏ナリ。）
⑤
不
許
非
情
成
佛：
恵
心
仮
託
『
三
身
義
私
記
』（
因
果
理
甚
不
可
也
）。
⑥
恵
光
坊
四
義
（
恵
鎮
『
宗
要
白
光
』）：
ａ
旧
三
重
抄
義
。
草
木
成
仏
・
発
心
修
行
共
に
不
許
。
ｂ
恵
光
房
根
本
相
承
。
理
性
の
成
仏
を
許
し
、
事
相
の
発
心
修
行
並
び
に
成
仏
は
無
し
。
ｃ
永
弁
已
来
相
承
。
成
仏
は
事
・
理
共
に
許
し
、
発
心
修
行
は
無
し
。
ｄ
竹
林
房
相
承
実
義
・
恵
光
の
一
義
。
事
相
に
発
心
修
行
成
仏
す
。
17
）
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
第
十
二：
『
大
正
』
九
三
五
頁
中
。
18
）
経
海
撰
『
一
心
三
観
血
脈
』：
身
延
山
文
庫
写
本
。：
成
田
教
道
編
『
興
風
叢
書
』
十
七
。
一
六
五
〜
一
七
七
頁
。
19
）
一
念
（
具
）
三
千
（
性
相
）：
こ
れ
に
付
い
て
『
金
論
』
に
は
「
若
不
立
唯
心ヲ
一
切ノ
大
教ハ
全
爲ン
無
用ト
。
若
不
許
心
具ヲ
圓
頓
之
理ハ
乃チ
成セン
徒
施ト
。
信セハ
唯タ
心
具ヲ
。
復
疑
有ルコト
無シ
。
一
塵ノ
一
心ハ
即チ
一
切
生
佛
之
心
性ナ
。リ
何ソ
獨リ
自
心
之
有
無ノミ
耶
。・
・
則チ
隨
縁
・
不
變
之
説ハ
出
自
大
教
」
と
云
う
。（『
大
正
』
三
二
七
八
二
頁
中
）。
二
経
一
論：
『
法
華
経
』
方
便
品
十
如
是
（『
大
正
』
九
巻
五
頁
下
）。
三
種
世
間
、
『
智
度
論
』（『
大
正
』
二
五
四
〇
二
頁
上
）。『
涅
槃
経
』（『
大
正
』
十
二
六
三
〇
頁
中
、
七
一
一
頁
下
、
七
九
〇
頁
中
）。『
起
信
論
』
真
如
不
変
・
隨
縁
（『
大
正
』
三
二
五
七
六
頁
中
、
五
七
八
頁
上
下
）。
な
お
、『
六
十
華
厳
経
』
中
に
は
、
明
法
品
「
所
有
諸
法
皆
由
心
造
」、
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
品
「
心ハ
如
工
畫
師
造
種
種ノ
五
陰ヲ
。
一
切
世
間
中
莫
不
從
心
造
」、
十
地
品
「「
三
界
虚
妄
、
但
是
心
作
」（『
大
正
』
九
、
四
六
〇
上
・
四
六
五
下
、
五
五
八
下
）
と
、
心
と
一
切
法
の
関
係
を
明
示
。
20
）『
金
論
』：
『
大
正
』
四
六
七
八
二
頁
下
。
21
）
正
観
章：
『
摩
訶
止
』
第
七
正
修
止
観
（『
大
正
』
四
六
五
四
頁
上
）「
夫レ
一
心ニ
具サハ
十
法
界ヲ
。
一
法
界ニ
又
具
十
法
界ヲ
百
法
界ナリ。
一
界ハ
具
三
十
種
世
間ヲ
。
百
法
界ハ
即
具
三
千
種
世
間ヲ
。
此ノ
三
千ハ
在
一
念ノ
心ニ
。
若
無ンハ
心
而テ
已ム
。
介
爾ニ
有ラハ
心
即
具
三
千ヲ
。」
22
）『
義
科
盧
談
、
法
華
玄
義
』：
『
続
天
台
宗
全
書
』
論
草
１
。
十
一
、
十
如
是
義
案
立
、
一
七
三
頁
中
、
一
八
一
頁
中
〜
下
。
23
）『
摩
訶
止
観
伊
賀
抄
』：
『
続
天
台
宗
全
書
』
顯
敎
１
、
二
九
、
造
境
即
中
事
。
一
四
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
一
〇
六
下
〜
一
〇
七
頁
上
）
24
）『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
の
作
成
の
経
緯：
同
書
の
奥
書
に
は
、「
本
云
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
三
月
十
三
日
、
於
大
定
坊
賜
御
本
、
託
俊
賀
大
徳
書
寫
之
畢
。
俊
憲
在
判
」
と
あ
る
。「
大
定
坊
」
と
は
、
西
塔
東
谷
に
あ
り
毘
沙
門
堂
流
の
主
坊
で
あ
り
、
こ
の
「
俊
憲
」
と
は
同
坊
僧
都
義
憲
の
弟
子
の
俊
憲
で
あ
る
。
ま
た
、「
俊
賀
」
と
は
、
東
塔
東
谷
仏
頂
尾
光
聚
房
の
俊
賀
（
一
三
一
〇
）
で
あ
る
。
当
時
、
光
聚
房
に
は
、
俊
賀
蔵
が
あ
り
、
毘
沙
門
堂
流
公
海
の
『
義
科
如
影
随
形
抄
』
等
も
収
集
し
て
い
る
。
な
お
、
義
憲
の
弟
子
に
は
光
聚
房
法
印
の
実
源
が
お
り
、
両
寺
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
毘
沙
門
堂
は
、
草
木
成
仏
論
に
つ
い
て
は
、
公
海
の
『
宗
要
如
影
随
形
抄
』
か
ら
も
知
れ
る
通
り
、
当
初
は
、
草
木
不
成
仏
説
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
海
座
主
の
恵
心
流
相
承
に
伴
い
、
そ
の
教
義
が
変
化
し
た
。
草
木
成
仏
に
お
い
て
も
、
発
心
修
行
成
仏
説
を
と
る
に
至
る
。
そ
の
内
容
は
、
義
憲
の
口
述
録
『
毘
沙
門
堂
雑
雑
口
決
集
』（
正
教
蔵
写
本
）
か
ら
知
ら
れ
、
そ
の
口
述
時
期
・
内
容
は
、『
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
』
の
書
写
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
義
憲
が
秀
範
の
『
草
木
発
心
修
行
記
』
を
も
と
に
内
容
を
整
理
補
強
し
、
草
木
の
「
生
住
異
滅
の
四
相
」
が
そ
の
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
の
姿
で
あ
る
と
の
見
解
等
を
盛
り
込
み
、
自
流
の
教
義
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
、
毘
沙
門
堂
の
教
義
変
化
に
伴
い
、
論
義
の
場
面
で
周
囲
の
人
師
が
困
惑
し
た
様
子
は
、
頼
増
の
『
宗
要
宝
樹
房
』（
薬
樹
院
蔵
版
本
、
一
三
二
〇
年
頃
の
論
義
）
に
良
く
描
か
れ
て
い
る
。
25
）『
毘
沙
門
堂
（
雑
雑
口
決
集
）』：
義
憲
口
述
・
俊
憲
記
。
正
教
蔵
写
本
。
26
）『
唐
決
』（
天
台
宗
未
決
）：
『
天
台
宗
全
書
』
一
〇
〇
八
一
七
頁
上
。
八
四
八
頁
中
。
八
五
七
頁
上
。
参
考
、
末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
』
「
唐
決
」
三
七
三
〜
三
七
四
頁
27
）
御
廟
大
師
の
草
木
成
仏
思
想
を
伝
え
る
文
献
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
政
海
『
類
聚
鈔
』（
真
如
蔵
）
に
は
、「
我
朝ニハ
伝
教
・
慈
覚
・
義
真
・
智
証
・
御
廟
大
師
・
五
大
院
先
徳ハ
同ク
草
木
成
仏
義ヲ
存
。ヘリ
恵
心
・
都
率
・
寛
印
供
奉
・
千
観
内
供
等ノ
所
判モ
本
来
成
仏
義ヲハ
不
遮
之
。
但
於
発
心
修
行
義ニ
遮
之ト
見
タ
リ
。」
と
し
て
、
御
廟
大
師
が
安
然
と
同
様
に
、
草
木
の
発
心
成
仏
の
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
、
良
源
が
重
視
し
た
論
議
の
場
に
お
い
て
は
、『
宗
円
集
』（
正
教
蔵
写
本
）
等
が
伝
え
る
よ
う
に
、「
一
家
円
宗ハ
色
・
心
二
法ハ
互
具
相
即
。
一
切
諸
法
摂
属
於
色ニ
、
此
之
日
、
草
木
国
土
発
心
修
行シ
、
断
最
後
品
（
根
本
無
明
）ヲ
得
朗
然ノ
妙
果ヲ
。
一
切
諸
法
摂
属
於
色ニ
、
此
之
日
、
一
切
有
情ハ
全
無
発
心
修
行
之
義
。
此
是
真
実ノ
仏
也
」
と
し
て
、「
成
・
不
成ハ
無
相
違
」
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
②
法
相
宗
と
の
論
諍
に
つ
い
て
は
、
政
海
『
類
聚
鈔
』（
真
如
蔵
）
に
は
、
「
天
暦
宗
論ノ
時
（
天
暦
八
年
）、
慈
恵
大
師
対
義
照ニ
論
草
木
成
仏
義ヲ
時
、
大
師
弾
呵シテ
曰ク
。
汝
、
雖
学
法
相ノ
偏
宗ヲ
、
兼テ
為
伽
行
人ト
。
寄
秘
密ノ
観
門ニ
、
可
信
天
台ノ
草
木
成
仏ヲ
。
被セ
封セ
法
相ノ
本
宗ニ
。
猶ホ
又
欲
希
ネカハント
依
正ノ
同
異ヲモ。
義
照
院ハ
聞
此
御
言ヲ
、
流シ
涙ヲ
、
帰
伏シ
畢ヌ
。」
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
良
源
が
法
相
宗
と
の
仏
性
義
の
違
い
を
述
べ
た
と
す
る
も
の
に
、
『
義
科
廬
談
』
法
華
文
句
、
無
情
仏
性
義
（
一
三
五
二
年
、『
続
天
台
宗
全
書
』
論
草
２
）
が
あ
り
、
そ
の
根
拠
に
は
『
円
覚
経
』
を
あ
げ
る
。
③
公
海
『
宗
要
如
影
随
形
抄
』（
正
教
蔵
）
に
は
、
算
題
の
一
々
に
「
御
廟
相
承
如
何
」
の
一
項
目
を
加
え
、
草
木
成
仏
に
つ
い
て
は
「
無
相
違
」
と
し
て
い
る
。
慈
恵
大
師
の
撰
と
さ
れ
る
『
宗
要
九
十
算
』（『
天
台
霞
標
』
第
七
編
１
）
に
は
、
論
目
に
「
草
木
成
仏
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
答
。
教ハ
依
法
華
・
涅
槃
。
理ハ
依
色
香
中
道
理
也
。」
と
あ
る
が
、
問
答
は
『
宗
要
柏
原
案
立
』（『
大
正
』
七
四
巻
）
を
参
考
に
し
た
後
世
の
挿
入
で
あ
る
。
④
一
方
、
中
古
檀
那
流
の
口
伝
文
献
『
北
谷
秘
典
』（『
続
天
全
』
口
決
２
檀
那
流
Ⅰ
）
玄
旨
五
箇
血
脈
（〔
三
〕
一
心
三
傳
慈
惠
〔
四
〕
一
心
三
記
、
覺
運
）
に
は
、
止
観
一
（
顕
是
）
に
云
う
「
是ト
者
。
非
作
法ニ
、
非
佛ニ
、
非
天
・
人
・
修
羅ノ
所
作ニ
。
常ニ
境ハ
無
相ニ
、シテ
常ニ
智ハ
無
縁ナリ。
以
無
縁ノ
智ヲ
、
縁
無
相ノ
境ヲ
。
無
相
之
境
相ト
無
縁
之
智トハ、
智
境
冥
一ニシテ
而モ
言
境
智ト
。
故ニ
名
無
作ト
也
。」
を
引
用
し
、
本
地
法
身
法
界
塔
婆
・
常
寂
光
土
・
無
作
三
身
（
本
門
而
二
不
二
）
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
⑤
応
和
宗
論
の
物
語
と
し
て
は
『
塵
添
囊
鈔
』（
一
四
四
六
年
、『
日
仏
全
』
百
五
十
巻
三
九
八
上
〜
三
九
九
頁
上
）
や
『
太
平
記
』（
一
三
六
八
一
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
〜
一
三
七
九
年
成
立
）。
ま
た
概
略
を
記
し
た
も
の
に
『
応
和
宗
論
記
』
（『
日
仏
全
』
興
福
寺
叢
書
二
、
八
七
頁
）
や
『
法
相
宗
十
疑
』（
真
如
蔵
）、
『
法
華
経
直
談
鈔
』（
臨
川
書
店
）
が
あ
る
。
28
）
『
宗
円
集
』：
正
教
蔵
写
本
（
良
源
注
之
）。
同
様
文
献
に
『
宗
満
集
』（
正
教
蔵
）
や
『
紅
葉
惣
録
』（
続
天
全
口
決
二
）
が
あ
り
、
御
廟
相
承
に
「
無
相
違
」
と
し
て
、
多
義
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
29
）
心
賀
『
日
記
』：
真
如
蔵
写
本
。、
日
記
第
十
五
、
草
木
成
仏
「
寿
量
品ノ
意ハ
、
事
ノ々
体
々
・
法
々
・
塵
ハ々
、
其ノ
マ
マニテ
自
体トシテ
自
受
用
常
住ナルヲ
云
也
。
本
地ノ
寿
量ト
云フ
是
也
。
雖モ
機
根ノ
位
・
体
用ノ
位ト
、
惣テ
一
切
法ハ
皆
悉ク
法
体
法
爾トシテ
自
心
、
自
心
有ル
也
。
此
惣
法
体ヲ
、
真
言ハ
云
「
法
界
体
性
智ト
」
也
。
30
）
『
例
講
問
答
書
合
』：
『
天
台
宗
全
書
』
第
二
三
、
四
三
〇
頁
「
業
義
六
」。
参
考
文
献
『
論
義
の
研
究
』
野
本
覚
成
「
天
台
の
論
義
草
木
成
仏
」（
智
山
勧
学
会
編
）
31
）
延
海
『
手
中
抄
』：
正
教
蔵
写
本
・
真
如
蔵
写
本
。
そ
の
抜
粋
、『
草
木
成
仏
類
聚
』（
雙
嚴
院
蔵
写
本
）
在
中
。
32
）
『
宗
要
宝
樹
房
』：
叡
山
文
庫
薬
樹
院
蔵
版
本
寛
文
五
年
版
（
一
六
六
五
）
33
）
周
知
の
文
献：
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
非
情
仏
性
の
十
義
（『
大
正
』
四
六
巻
）。『
金
論
』
無
情
有
性
（『
大
正
』
四
六
巻
）。
安
然
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
（『
佛
全
』
二
四
小
部
集
釋
）。『
斟
定
草
木
成
仏
私
記
』（
無
動
寺
蔵
版
本
）。『
菩
提
心
義
抄
』
四
重ノ
成
仏
相
（『
大
正
』
七
五
巻
）
等
。
34
）
『
政
海
類
聚
鈔
』
八
十
巻：
実
蔵
房
真
如
蔵
写
本
。
そ
の
中
の
雑
部
第
九
「
草
木
成
仏
」
に
は
、
①
依
何ノ
教
理ニ
、
立
草
木
成
仏ノ
義ヲ
耶
。
②
草
木
実
発
心
修
行
成
仏
可
云
耶
。
③
草
木
具
十
如
是
可
云
耶
。
④
草
木
説
法
利
生スト
可
云
耶
。
⑤
法
花
已
前
論
草
木
成
仏
義
耶
。
⑥
仏
性
十
義
中
、
第
七
義ヲハ
如
何
釈
給
耶
。
⑦
專
在
慮
知
心
者
事
。
⑧
此
即
永
転
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
35
）
相
応
・
檀
那
の
思
想
的
な
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、「
恵
壇
両
流
諸
箇
秘
訣
下
」
二
ケ
大
事
。『
興
風
叢
書
』
十
七
、
七
九
下
〜
八
〇
頁
上
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
ほ
り
ば
た
え
い
い
ち
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導
教
員：
小
野
田
俊
蔵
教
授
）
二
〇
一
四
年
九
月
三
十
日
受
理
一
六
『
草
木
発
心
修
行
記
』
の
成
立
と
「
一
心
三
観
血
脈
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
堀
端
英
一
）
